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（開示事項の経過）きゅういち株式会社の株式の取得（完全子会社化）に関するお知らせ 

 

 

当社は、2022 年 10 月 3 日開催の取締役会において、株式会社久一米田商店（（以下、「米田商店」と

いう）との株式譲渡契約の締結を決議し、米田商店が新設分割にて本日設立した、きゅういち株式会社

（以下、「新会社」という）の全株式を取得し、完全子会社化することといたしましたので、以下のとお

り、お知らせいたします。 

 

１． 株式の取得の理由  

 当社は、「食の世界をもっと自由に、もっと笑顔に。」をコーポレートビジョンに新たに掲げ、食ビジ

ネスの変革支援会社として、人材支援に加えて、経営支援、事業再生支援を重点領域として、事業展開

する計画でおります。 

この計画の一環として、当社は、昨年 8月 20日に函館地方裁判所に民事再生手続開始の申立を行った

米田商店の事業再生支援の検討を行い、本年 5月 26日に同社との間でスポンサー契約を締結し、当社が

目指す事業再生支援の取り組み第１号案件として、新会社の全株式を取得することといたしました。新

会社は米田商店の安定的な事業基盤をそのまま承継し、事業に必要な資産を承継する一方で、負債は承

継せず、雇用を維持しつつ更なる事業規模の拡大を目指します。 

近年は北海道南部に位置する南茅部地域の漁獲量は回復傾向で、新会社においては、同地域等で水揚

げされたサバ、ホッケ、ブリ等を冷凍し、2 次水産加工会社へ出荷し、また、日本有数のホタテの産地

である内浦湾（通称、噴火湾）及びオホーツク海で水揚げされたホタテを直接漁協から鮮度が高い状態

で仕入れたのち、真水ではなく海水を引き込み殺菌処理する独自の加工プロセスによって、国内外へ供

給しています。新会社においては、ホタテの冷凍保存性の高さや旺盛な需要を背景に、国内外の販路を

拡大し、コーポレートガバナンス及びコンプライアンスを強化することで経営管理体制の整備も図って

いきます。 

なお、米田商店の民事再生手続に関しては、函館地方裁判所より再生計画案の認可決定が下りており

ますが、本日までに認可決定の確定には至っていないことから、株式譲渡契約の締結及びクロージング

（新会社の株式取得の実行）を優先することとし、別途、米田商店において函館地方裁判所の許可を受

けた上、再生計画案と同等の内容にて、再生計画外での新設分割及び株式譲渡にて手続を行っておりま

す。 

 

２．異動する子会社（きゅういち株式会社）の概要 

（１） 名 称 きゅういち株式会社 

（２） 所 在 地 北海道函館市川汲町 1395番地 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 藪ノ 賢次 

（４） 事 業 内 容 ホタテ・ホッケ・サバ等の冷凍加工業 

（５） 資 本 金 30,000千円 

（６） 設 立 年 月 日 2022年 10月 3日 

（７） 大株主及び持株比率 株式会社久一米田商店 100％ 



 

 

 
 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

※きゅういち株式会社の設立時の純資産及び総資産は本日時点で承継する棚卸資産の確定に実地棚卸等

の時間を要することから記載を省略しておりますが、詳細につきましては確定次第、速やかに開示いた

します。 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社久一米田商店 

（２） 所 在 地 北海道函館市川汲町 1395番地 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 米田 澄一 

（４） 事 業 内 容 ホタテ・ホッケ・サバ等の冷凍加工業 

（５） 資 本 金 10,000千円 

（６） 設 立 年 月 日 1985年 1月 5日 

（７） 純 資 産 ▲1,312百万円（2022年 4月 30日時点） 

（８） 総 資 産 967百万円（2022年4月30日時点） 

（９） 大株主及び持株比率 米田澄一57.0％、米田恵子22.5％、米田茂10.0％、他 

（10） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません。 

 

４．取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 0株（議決権の数：0個）（議決権所有割合：0％） 

（２） 取 得 株 式 数 600株（議決権の数：600個） 

（３） 
取 得 価 額 

（※１） 

きゅういち株式会社の普通株式    126百万円（※２） 

アドバイザリー費用等（概算額）    5百万円 

合計（概算額）           132百万円 

（４） 異動後の所有株式数 600株（議決権の数：600個）（議決権所有割合：100％） 

（※１）取得価額の対価として新会社が承継する資産は、定期預金（61 百万円）、棚卸資産、土地・建

物、建物附属設備、構築物、車両運搬具、機械装置等を含み、承継する負債はございません。 

（※２）きゅういち株式会社の普通株式の対価である 126 百万円は、2022 年 5 月 26 日付「株式会社久

一米田商店との民事再生支援に関するスポンサー契約締結のお知らせ」に記載のとおり、従前の取り決

めとなっていた譲渡対価 65 百万円と承継する定期預金 61 百万円を加算した金額となっています。百万

円未満は切捨。 

 

５．株式譲渡実行日に向けた日程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2022年 10月 3日 

（２） 契 約 締 結 日 2022年 10月 3日 

（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 2022年 10月 3日 

 

６．きゅういち株式会社の新経営体制（2022年 10月 3日付） 

役職 氏名 当社での役職 

代表取締役社長 藪ノ 賢次 代表取締役社長 

取締役 鳥海 直樹 
取締役 サービスデザイン本部

エグゼクティブマネージャー 



 

 

 
 

取締役 餌取 達彦 
執行役員 コーポレート本部 

エグゼクティブマネージャー 

監査役 遠藤 隆史 監査役 

 

７．今後の見通し 

本株式取得により、新会社は当社の連結子会社となりますが、同社の子会社化に伴う当社業績への取

り込みについては、2022 年 11 月 30 日をみなし取得日とする予定で、今期の連結業績は財政状態のみで、

経営成績の取り込みはございません。本株式取得による当会計年度（2022 年 11 月期）の当社業績への

影響につきましては、負ののれん益が特別利益として計上される見込みでありますので、詳細につきま

しては確定次第、速やかに開示いたします。 

以 上 

 

（参考）当期業績予想（2022年 6月 15日公表分）及び前期実績 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

当期業績予想 

（2022年 11月期） 

百万円 

1,450 

百万円 

90 

百万円 

77 

百万円 

75 

前期実績 

（2021年 11月期） 

百万円 

1,035 

百万円 

    △338 

百万円 

△342 

百万円 

△422 

 

 

 


